
評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-1

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 市民生活部長

所管部署名 市民生活部危機管理課

1 危機管理体制の充実

2 防災・減災施設等の充実

3 地域における減災力の向上

4 災害に対する市民意識の向上

吉川市国土強靭化地域計画

吉川市地域防災計画

国民の保護に関する吉川市計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

11.6%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

94.8%

★★★

R1 R4 R5 概ね達成された R8

-74.4%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第1節
みんなで備える防災・減災の推
進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

自主防災組織率 %
88.9 89.5 89.5 94.0 

自主防災会の訓練実施率 %
40.7 21.3 59.0 60.0 

住み心地をよいと感じた理由のうち、災害へ
の備えがよいという回答の割合（市民意識
調査）

%
55.7 54.7 52.5 60.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 10.7% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

自主防災組織の必要性や訓練実施の重要性について、出前
講座や減災プロジェクトなどの訓練を通して、周知している。
新型コロナウイルスによる影響が少なくなったことで、地域の
活動が徐々に活発に行われていることから、引き続き、あら
ゆる機会を捉えて、周知・啓発に努めていきたい。

2点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

市民の防災意識の高揚のため、減災マップの配布や自主防
災組織への助成金の交付などを実施した。地域での出前講
座や講習会など、様々な機会を捉えて、自主防災組織の設
立や訓練の実施について周知していく。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

防災組織支援育成事業や減災対策事業など、平時からの取
組を行うことは、災害が発生した時に市民の生命や財産を守
るという施策の目的を達成するのに妥当な事務事業であると
判断する。

4点

自主防災組織は地域によって設立の有無に偏りがあるため、地域差の解消を図ることが必要であるほか、
自主防災組織が設立されている地域においても自主防災組織が実施する訓練への参加者が集まりにくい
ことや、参加メンバーが固定化しているといった課題がある。課題解決のため、出前講座や講習会、講演
会などあらゆる機会を捉えて、引き続き、自助・共助の必要性を周知していくとともに、自主防災組織の組
織率の向上、防災訓練参加者の増加を図っていく。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

地域の出前講座や講習会など、あらゆる機会を捉えて、自主防災組織の必要性や役割を周知し、新たな自主防災会の設立を積
極的に働きかけていく。また、自助、共助の必要性を周知することで、防災意識の向上を図っていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・災害時でも、市民の生命や財産を守るため、「自
助・共助・公助」が最大限に発揮されるまちをめざし
ます。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

No.3-1

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

● 0 0 0 0 0 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 ● 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

502104 減災対策事業 市公式アプリの利用者数 数 2,000 2,395 現状のまま継続

502105 防災無線整備事業
正常に動作している防災行政無線
屋外拡声子局の数 基 73 73 現状のまま継続

502106 防災組織支援育成事業 自主防災組織率 ％ 94.0 89.5 現状のまま継続

502107 水防体制充実事業 訓練による習熟度 ％ 80 100 現状のまま継続

502108 国民保護等危機対策事業 国民保護計画の改定回数 回 0 0 現状のまま継続

502109 水防センター等整備事業
水防センター等整備検討委員会
の会議の回数 回 6 4 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-2

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 市民生活部長

所管部署名 市民生活部危機管理課
都市建設部道路課

1 防犯体制の充実

2 交通安全意識の高揚

3 道路交通環境の整備

吉川市安全安心都市宣言

吉川市防犯推進計画

吉川市交通安全計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

21.4%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

88.9%

★★★

R1 R4 R5 概ね達成された R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第2節
みんなで守る防犯と交通安全の
推進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

人口千人当たりの市内で発生した犯罪認知
件数

件
6.55 4.91 6.34 5.57

人口千人当たりの交通事故（人身事故）発
生件数

件
2.48 2.01 2.32 2.30 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 55.2% 2点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

犯罪件数については、毎年、前年比10件程度の刑法犯認知
件数の減少を目指す。
事故件数については、直近3か年平均の人身事故件数を維
持するとした。
事故件数については、おおむね順調だが犯罪認知件数につ
いては、ほぼ横ばいであった。

2点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

どちらの指標にあっても現状や法改正などについて機会を捉
え、市民への周知や情報配信を実施してきた。
また、道路の修繕や防犯灯の設置などの要望についても対
応している。

4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

指標を達成するための情報配信及び道路施設の維持管理な
ど効率的な事務執行を図る事務事業で構成されているため
妥当である。 4点

自動車の運転手だけではなく、自転車や歩行者が、それぞれの立場で交通事故を起こさないとともに交通
事故に遭わないようにすることが必要であり、一人一人がそのような意識を持つことが指標の達成につな
がると考える。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

意識付けが大事であるため、引き続き啓発活動を実施する。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・誰もが安心して暮らせる犯罪のない社会をめざし
ます。
・交通事故のない安全なまちをめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

No.3-2

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 ● 0 0 0 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 0 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

502201 防犯事業 刑法犯認知件数 件 480 460 改善のうえで継続

502202 防犯灯整備事業 刑法犯認知件数 件 480 460 現状のまま継続

502203 交通安全運動推進事業 人身事故件数 件 160 169 現状のまま継続

502204 駐輪場管理事業 定期利用台数 台 17,000 16,633 終了・完了

502205 放置自転車対策事業 放置自転車の撤去台数 台 225 150 他の事業に統合

703205 交通安全施設整備事業 交通事故数 件 160 169 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-3

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 市民生活部長

所管部署名 市民生活部危機管理課

1 消防組織体制の充実

2 防火対策の推進

3 救急・救助体制の充実

吉川松伏消防組合消防計画

吉川松伏消防組合実施計画

吉川松伏消防組合公共施設等総合管理計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値

（年度） (年度） （年度） （年度）

-

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

316.7%

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

-42.9%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第3節
安心して暮らせる消防・救急体制
の強化

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

火災による年間死傷者数（自損行為を除く） 人
0 0 0 0

防火対象物等の査察による違反是正率 ％
58.0 80.5 96.0 70.0 

救急車の現場到着所要時間 分
7.7 8.2 8.0 7.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 136.9% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

　火災による年間死者数及び防火対象物等の査察による違反是正率
については、火災による死者が発生せず、違反是正率についても高く
推移していることから、おおむね順調に実行できている。また、救急車
の現場到着所要時間については、コロナ禍の影響や救急件数増加に
より順調とはいえない状況であった。

2点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

　防火対象物等の是正違反については、違反是正を推進することで、
安心して生活できるまちの実現を図っており、市民ニーズを概ね反映
できた。 また、救急車の現場到着所要時間については、救急車の適
正利用を周知をすることで現場到着所要時間の短縮を図ったが、コロ
ナ禍の影響や救急件数の増加による現場到着所要時間の延伸があ
り、市民ニーズをどちらかと言えば反映できなかった。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

市民が安心して生活できるまちの実現に向け、効果的な事務事業で
構成されており妥当である。 4点

　防火対象物等の違反是正率については、高く推移しているが、是正に長い時間を要する対象物もあるこ
とから、効果的な違反是正方法や先進団体の取り組み等について研究を行う必要がある。 また、救急車
の現場到着所要時間については、救急件数は年々増加傾向であるため、市民への救急車適正利用につ
いて普及啓発活動を継続することが重要であるとともに、R３年度より実施しているプレアライバルコール
（現場到着前電話連絡）が１１９番通報受信に反映できるようなシステム構築が課題と考えている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

　市民が、より安心して生活できるまちをつくるために防火対象物等の違反是正率をさらに高めるよう努める。  また、プレアライ
バルコール（現場到着前電話連絡）の実施を前提とした１１９番通報受信を試験的に行っており、入電から出動までの時間短縮が
期待でき、救急車の現場到着所要時間の短縮に繋がると考えている。なお、救急車の適正利用についても継続した普及啓発活
動により、救急件数の増加抑制に向けた取組みを図る。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・充実した消防・救急体制の下、市民が安心して生
活できるまちをめざします。
・市民の意識の向上と地域の連帯により、火災のな
いまちをめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

No.3-3

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 0 0 0 ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 ● 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

502101 吉川松伏消防組合負担事業 火災による死者数 人 0 0 現状のまま継続

502102 消防団運営負担事業 公務災害の人数 人 0 0 現状のまま継続

502103 消防施設等維持管理事業 火災による死者数 人 0 0 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-4

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 産業振興部長

所管部署名 産業振興部商工課

1 消費者被害の防止

2 消費者団体の活動支援

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

233.8%

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第4節 消費者の安全・安心の確保

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

消費生活センターの相談に対して解決した
件数の割合

％
99.2 99.3 101.1 100.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 233.8% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・成果指標の相談業務については、多様な消費生活相談に
対し助言や斡旋での解決を行っており、順調である。 4点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・相談に対し助言や斡旋を行い完結しており個々のニーズに
対応している。また、相談は来庁のほか、電話での対応を行
い利用しやすい環境に努めている。
・出前講座実施などで市民ニーズに対応し、啓発活動と被害
の未然防止に努めている。

4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・事務事業の構成としては、施策の目的を達成するに十分な
内容である。 4点

・相談内容は多岐にわたり、また、悪質商法や詐欺被害が複雑・巧妙化していることから、消費者被害に遭
いやすい現状といえる。消費者相談や情報提供の機会を維持し、消費者と事業者との「情報や知識の格
差」を是正することで、消費者の自立を支援していく必要がある。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

・第6次吉川市総合振興計画を計画的に推進するため、社会情勢等の変化に応じ実施計画の見直しを適宜行っていく。
・ニーズの多様化に応じ、情報周知や相談機会の充実を行い、消費者の被害防止の支援に努める。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・消費者の安全・安心な暮らしの確保をめざしま
す。
・消費者団体の活動等を通して、消費者トラブルに
巻き込まれない自立した消費者が増えることをめざ
します。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

No.3-4

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

● 0 0 0 0 0 0 0 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 0 ● 0 0 0 ● ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

602204 消費者相談事業 解決件数 件 300 282 現状のまま継続

602205 消費者教育啓発事業
市内における消費者被害の発生
件数 件 14 13 現状のまま継続

602206 消費者活動支援事業 会員数 人 105 87 現状のまま継続

602207 商品表示適正化事務事業 違反件数 点 0 0 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-5

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 産業振興部長

所管部署名 産業振興部農政課
農業委員会事務局

1 農業経営の活性化 産業振興部商工課

2 農業・農産物のPR

3 農業拠点施設整備の推進

4 生産基盤の整備

吉川市産業振興計画

吉川農業振興地域整備計画

人・農地プラン

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

89.4%

★★★

R2 R4 R5 概ね達成された R8

151.7%

★★★★

R3 R4 R5 達成された R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第5節 魅力ある農業の振興

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

農業担い手による農地利用の集積・集約面
積（農用地利用権設定面積）

ha
111.2 142.3 128.0 130.0 

吉川産の農産物を購入している市民の割合
（市民意識調査）

％
57.1 59.2 61.5 60.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 120.5% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・成果指標のうち、農用地利用権設定面積については、法改正により、現行の
「人・農地プラン」から令和6年度末に策定予定の「地域計画」へ移行する過程の
中で、農地の集積・集約に関する理解等が深まっていると考えられる。
・成果指標のうち、吉川産農産物購入の割合については、通年で開催しているイ
ベント等の効果により、市民の地産地消の高まりが反映されているものであると
考える。

4点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・市民意識調査結果では、年々、吉川産の農産物を購入して
いると回答した割合が増えており、概ね周知が図られている
と思われる。

4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・事務事業の構成としては、施策の目的を達成するに十分な
内容である。ただし、農用地利用権設定については、令和７
年度より制度が変更となるため、内容等の見直しが必要とな
る。

4点

・農地は個人の資産であるため、必要以上の介入を図ることが難しい部分はあるが、農業者の高齢化と減
少により、農地を適切に維持することが難しくなってきていることもあり、耕作者及び地権者の危機感が
日々高まってきている。
・コロナ禍により、十分なイベント等の事業が実施できない中ではあったが、限られた事業を有効活用し、
市民への周知に務めることが出来た。現在、全国的に地産地消の機運が高まっており、引き続き、多様化
する市民ニーズに柔軟に対応していく必要がある。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

・第6次吉川市総合振興計画を計画的に推進するため、社会情勢等の変化に応じ実施計画の見直しを適宜行っていく。
・市民ニーズの多様化に応じ、イベント等の見直しを徹底し、市民にとって必要な周知の機会の確保に努める。
・国の制度変更により、農地の集積・集約化に関する方針等が根本的に変わるため、地権者及び耕作者に対する周知を徹底し、
円滑な制度変更が出来るよう、体制を整備する。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・安定かつ持続可能な農業経営のもと、消費者に
安全安心な吉川産農産物が安定供給されることを
めざします。
・農業生産基盤を整備することにより、生産効率の
高い農業が行われることをめざします。
・土に触れ、農業に親しむ機会等が増えることによ
り、市民の農業に対する関心が高まることをめざし
ます。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

No.3-5

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 ● 0 0 0 ● 0 ● ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● ● 0 0 ● 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

601101 水田農業振興事業 水田農業活性化対策実施面積 ㎡ 11,360 11,360 現状のまま継続

601102 吉川農産物PR事業 イベント参加者満足度 ％ 90 100 改善のうえで継続

601103 後継者団体活動補助事業 農業後継者団体新規加入者 人 3 1 現状のまま継続

601104 認定農業者育成事業
認定農業者及び認定新規就農者
数 人 82 91 現状のまま継続

601105 農業近代化資金利子補給事業　　　　　　 利子補給制度利用借入総件数 件 10 18 現状のまま継続

601106 農事組合振興事業 農事組合加入世帯 世帯 1,200 1,141 現状のまま継続

601107 市民農園管理運営事業 市民農園等の利用可能区画数 区画 308 302 改善のうえで継続

601108 農業振興地域整備事業 申請から認可までに要する月数 月 18 13 現状のまま継続

601109 家畜伝染病防除対策事業 家畜伝染病発生件数 件 0 0 現状のまま継続

601110 市民まつり農業まつり事業 農業まつりに参加した団体数 団体 9 6 現状のまま継続

601111 農業団体支援事業 会員の総数 人 92 81 現状のまま継続

601112 農地集積促進事業 利用権設定面積 ha 140 128 改善のうえで継続

601113 安全安心農産物事業 食品表示法適正化対応件数 件 0 1 現状のまま継続

601114 新規就農総合支援事業 青年新規就農者の離農者 人 0 0 改善のうえで継続

601115 次世代農業推進事業
次世代農業に関する提案事業の
実施数 事業 4 3 改善のうえで継続

601116 原油等価格高騰対策支援事業
原油等価格高騰の影響を受ける
市内で農業を営む販売農家への
支援金交付件数

件 150 114 終了・完了

601201 農業・農村多面的機能維持管理事業 活動組織継続率 ％ 100 100 現状のまま継続

601202 用排水路維持管理事業 用排水路の補修要望処理率 ％ 90 77.56 現状のまま継続

601203 用排水路整備事業 水路整備率 ％ 100 0 現状のまま継続

601204 土地改良施設維持事業 事業実施率 ％ 100 100 現状のまま継続

601205 埼玉型ほ場整備事業 協議会 組織数 2 1 現状のまま継続

601206 土地改良施設維持管理適正化事業 整備実施率 ％ 100 32 現状のまま継続

909101 農業委員会運営事業 利用集積率 ％ 24.9 22.3 改善のうえで継続

909102 農地パトロール事業 遊休農地面積 ha 6 7.4 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-6

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 産業振興部長

所管部署名 産業振興部商工課

1 経営の安定化

2 消費拡大・販路拡大につながる情報発信

吉川市産業振興計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

830.0%

★★★★

H28 R4 R5 達成された R6

-84.3%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第6節 賑わいある商業の振興

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

商店数 店
320 403 403 330

市内の商店を利用する市民の割合（市民意
識調査）

％
79.9 75.8 75.6 85.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 372.8% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

経済センサス活動調査による商店数（卸・小売業）は、建築材
料，鉱物・金属材料、機械器具等の販売事業者が増加傾向
である。一方で、市民意識調査による市内商店を利用する割
合については、新型コロナウイルス等の影響による外出控え
やオンラインショッピング需要等によりやや減少傾向となって
いる。

4点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

市民意識調査の回答によると、市内商店への魅力の中で、
自宅から近いことを挙げている方が増加傾向となる一方で、
市外店舗との比較で、品揃えや値段、駐車場を課題としてい
る声も多いことから、商業団体等を通じて、引き続き情報提供
に努める必要がある。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

施策の目的の達成に向け事務事業の構成は妥当であり、各
事務事業の取組みが展開されることで施策の推進に繋がる
十分な内容である。 4点

商業団体への傾聴によると、新型コロナウイルス感染症の影響により、外出控えやインターネットショッピン
グ需要が増加し、対面型販売の市内小売店は、現在も苦しい状況が続いているとのことである。また、市
民意識調査によると、市内商店を利用する割合が減少傾向となっており、インターネットショッピングや近隣
の大型商業施設に流れている傾向が伺える。なお、経済センサス活動調査によると、商店数（卸・小売業）
は、建築材料，鉱物・金属材料、機械器具等の販売事業者数が増加しており、全体としては、増加傾向と
なっている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

市内商業団体では、市内事業者が共同で物販やプロモーション活動を行うイベントを適宜開催し、各個店の魅力向上に努めてお
り、引き続き、イベント開催の周知等を支援する。また、地域経済活性化に向け、市民意識調査の結果を商業団体等を通じて各
商店に伝えていく中で、市内商店の魅力向上を促進する。さらに、市内での創業者に対し、産業振興事業費補助金を通じて、創
業支援に継続して取り組んでいく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・市内商業が持続可能な経営の下で発展するとと
もに、創業が生まれやすい魅力ある環境をめざしま
す。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

4

No.3-6

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 0 0 ● ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● ● 0 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

602101 商業活性化推進事業 対象団体会員数 事業所 50 43 現状のまま継続

602103 経営改善推進事業 経営革新計画の承認事業所数 件 2 2 現状のまま継続

602106 ふるさと納税推進事業 返礼品の送付件数 件 1,700 2,466 現状のまま継続

602107 原油等価格高騰対策支援金給付事業
原油等価格高騰対策支援金　第2
弾　交付金額 円 45,650,000 45,650,000 終了・完了

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-7

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 産業振興部長

所管部署名 産業振興部商工課
産業振興部企業誘致担当

1 経営の安定化

2 工業地整備の推進

3 企業の立地推進

吉川市産業振興計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

473.8%

★★★★

R2 R4 R5 達成された R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第7節 活力ある工業の振興

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

工業事業者数 事業所
181 380 380 223

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 473.8% 4点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

経済センサス活動調査によると、市内工業事業者数（製造
業）は増加傾向となっている。特に、家具・装備品製造業、金
属製品製造業、プラスチック製品製造業が前回調査より大幅
な増加となり、工業事業者数全体を押し上げる結果となった。

4点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

新型コロナウイルス感染症の影響により市内事業者は大き
な影響を受けたが、各事業者へのアンケート調査や傾聴を通
じて求める支援策を検討し、状況に応じた様々な支援を行っ
たことにより、影響を受けた各事業者の一助になったものと
考えている。

4点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

施策の目的の達成に向け事務事業の構成は妥当であり、各
事務事業の取組みが展開されることで施策の推進に繋がる
十分な内容である。 4点

市内製造業事業者は、大手メーカーの下請け企業として、各製品の重要な部品を製造している。コロナ禍
では大きな影響を受け、現在でも多くの事業者がコロナ前の水準までは回復していない。また、都心への
アクセスの良さなどから、市内への立地を希望する事業者はいるものの、希望に沿う工業用地が不足して
いる状況となっている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

4点

今
後
の
展
開

産業フェア等のイベントを通して、挑戦する事業者を支援し新たな事業の展開や連携に繋げていく必要がある。また、産業振興事
業費補助金を通じて、創業支援、販路拡大、新商品製作支援、人材確保、事業者連携などを継続して支援する。
工業用地の確保については、引き続き、埼玉県や他部署等の関係機関との情報共有を図っていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的

・経営の安定・持続と新たな創業の増加をめざしま
す。
・市内への立地を希望する企業の増加をめざしま
す。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

No.3-7

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 0 0 ● ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● ● 0 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

602102 工業団体支援事業 吉川工専工業会の会員数 事業所 80 73 現状のまま継続

602105 住宅改修費補助事業 住宅改修費補助対象総額 円 55,000,000 58,853,899 現状のまま継続

603101 市内企業等の拡張支援事業
企業誘致関連情報収集活動記録
の作成率 ％ 100 100 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-8

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 産業振興部長

所管部署名 産業振興部商工課

1 就労機会の拡大

2 勤労者福利厚生の充実

吉川市産業振興計画

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-800.0%

★

R2 R4 R5 達成度が低い R8

50.0%

★★

R2 R4 R5 達成度がやや低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第8節 誰もが働きやすい環境づくり

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

市内求人情報誌掲載企業数 件
298 260 282 300 

多様な働き方実践企業認定件数 社
34 39 42 50 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ -375.0% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

・成果指標については、企業側の求人有無に影響されるが、
求人の情報量は十分保っていると考えられる。多様な働き方
実践企業の認定企業数も毎年増加している。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

・就職面接会や就活セミナー、個別就活相談におけるアン
ケートでは事業に対し高評価をいただいている。また、求人
情報誌は配架後の残数が減少していることから、就労に関す
る多様な支援を求める市民ニーズに応えられているものと捉
えている。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

・事務事業の構成としては、施策の目的を達成するに十分な
内容である。 4点

・人材確保が困難な状況にある一方、失業者数も依然高い水準である。また、ライフステージや希望に応じ
た多様な働き方が求められている現状にある。雇用問題はハローワークがその主な役割を担っているが、
市内事業所の雇用安定や市民の就労支援として、市においても雇用情報の提供、就活相談、就職面接会
等による求人・求職者のマッチングの機会を提供することが求められている。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

・第6次吉川市総合振興計画を計画的に推進するため、社会情勢等の変化に応じ実施計画の見直しを適宜行っていく。
・ニーズの多様化に応じ、情報周知やイベントの見直しを行い、就労機会の確保に努める。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・就労機会の拡大と雇用の安定をめざします。
・多様な勤労者が働きやすい労働環境の充実をめ
ざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

No.3-8

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 ● 0 0 ● ●

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

● ● 0 0 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

602201 雇用対策推進事業 就職相談利用者数 人 50 72 現状のまま継続

602202 勤労者住宅資金貸付事業 新規融資実行件数 件 1 0 現状のまま継続

602203 勤労者表彰事業 受賞者数 人 25 15 現状のまま継続

事　務　事　業　名



評価日：令和6年9月30日

令和６年度 施策評価シート（令和４年度・令和５年度評価）

No.3-9

まちづくりの目標 第3章 安心と賑わいのまちづくり（生活・産業部門） 評価責任者 政策室長

所管部署名 政策室　
産業振興部商工課

1 魅力の再確認と発掘 産業振興部農政課

2 新たな魅力の創出

3 観光事業の充実

4 戦略的なシティプロモーション活動の推進

吉川市産業振興計画

吉川市シティプロモーション基本方針

吉川市シティプロモーション戦略プラン

設定時の値 実績値① 実績値② 最終目標値
（年度） (年度） （年度） （年度）

-25.1%

★

R3.4.1 R4 R5 達成度が低い R9.4.1

34.4%

★

R3 R4 R5 達成度が低い R8

評価方法 評価の理由・説明 評価点

評価軸 ① 　・達成度100%以上＝4点　・達成度80～99％＝3点

施策の達成状況 　・達成度50～79％＝2点　・達成度49％以下＝1点　

順調（100％以上の達成度）

おおむね順調（80％以上の達成度）

やや順調でない（50～80％程度の達成度）

順調でない（50％未満の達成度）

反映できた

どちらかといえば反映できた

どちらかといえば反映できなかった

反映できなかった

妥当であった

どちらかといえば妥当であった

どちらかといえば妥当でなかった

妥当でなかった ※構成する事務事業については裏面に記載

施策に関する現状と課題 総合評価

（4点満点中）

施策名 第9節 シティプロモーションの推進

関連部署名

関連する
個別計画
・方針等

指標名 単位 達成度

人口 人
73,217 72,872 72,580 75,757

市への愛着度（市民意識調査） ％
76.8 75.2 77.9 80.0 

施策成果指標の
達成度の平均

⇒ 4.6% 1点

評価軸 ②
施策の

進捗状況

人口については、一時的に減少傾向にあるものの吉川美南
駅東口周辺地区の開発に伴い人口増が想定されている。そ
のような中で、市への愛着度は上昇に転じており、施策の進
捗状況としてはおおむね順調である。

3点

評価軸 ③
市民ニーズ
の反映度

市への愛着度や認知度に対する意識の把握のため市民意
識調査において継続的な調査を行っており、その調査結果な
どをもって「シティプロモーション基本方針」「シティプロモー
ション戦略プラン」の改定を行った。

3点

評価軸 ④
施策に対する
事務事業の

構成

本施策では「愛着心の向上」「認知度の向上」に向け、市の
様々な事業を「シティプロモーション戦略プラン」において位置
づけており妥当である。 4点

・吉川市の「魅力」は地勢や市民意識調査などを踏まえると「住みよさ」が挙げられる。そうしたことから具体
的な取組を内容とする戦略プランを策定し、愛着心と認知度の向上を重点テーマに「『住みよさ』よし、よし
かわ」を合言葉に、シティプロモーションに取り組んでいる。
・吉川市では全国的に注目される観光的な資源や大規模商業施設など、他の自治体との比較の中で突出
したものがない状況である。そうした中で幸福度や愛着心が他市町村よりも高い値を示しているのは「住み
よさ」「生活の便の良さ」「なまず」といった吉川市の特色に由縁があることが考えられる。こうした特色にア
プローチする取組を展開し、市民により深い愛着を持ってもらえるかが課題である。

評価軸①～④の
評価点の平均点

3点

今
後
の
展
開

・吉川市のシティプロモーションを進めるに当たっての合言葉「『住みよさ』よし、よしかわ」を掲げ、「愛着心の向上」「認知度の向
上」に向け、市の様々な事業を「シティプロモーション戦略プラン」において位置づけており、今後も指標の進捗管理を行い、庁内
の連絡会議において共通認識を図りながら機運醸成に向け推進をしていく。

基

本

事

項

施策の展開

施策の目的
・本市への愛着心が向上するとともに、本市の認知
度が向上することで、まちの活力が維持され、安定
的かつ持続的に発展することをめざします。

施

策

成

果

指

標

施

策

の

評

価

　　



関連する主なSDGｓ

構成する事務事業  

1

2

3

No.3-9

1.貧困 2.飢餓 3.保健・福祉 4.教育 5.ジェンダー 6.水・衛生 7.エネルギー 8.成長・雇用 9.イノベーション

0 0 0 0 0 0 0 ● 0

10.不平等 11.都市 12.生産・消費 13.気候変動 14.海洋資源 15.陸上資源 16.平和 17.パートナーシップ

0 ● 0 0 0 0 0 ●

事務事業 成果指標 事業の方向性
番号 成果指標名 単位 R5目標値 R5実績値 （今後の方針）

101204 シティプロモーション事業 市への愛着度 ％ 80.0 77.9 現状のまま継続

101311 地方版総合戦略策定事業  吉川市の幸福度調査 ％ 88.0 87.5 改善のうえで継続

602104 観光団体支援事業 観光協会純増会員数 件 5 -6 現状のまま継続

事　務　事　業　名


